
別記様式第二（第十六条関係） 

開 発 行 為 許 可 申 請 書  

都市計画法第２９条の規定により、開発行為の許可を申請します。 

●●年●●月●●日  

（宛先）野田市長  

許可申請者 
住 所 野田市鶴奉７番地の１ﾊｲﾂ 101 

氏 名 野田 太郎        
 

開

発

行

為

の

概

要 

１ 
開 発 区 域 に 含 ま れ る 

地 域 の 名 称 
野田市鶴奉字庚申塚７番２ 

２ 開 発 区 域 の 面 積 ３００．００            ㎡  

３ 予 定 建 築 物 等 の 用 途 専用住宅及びその附属建築物（物置） 

４ 工 事 施 行 者 の 住 所 氏 名 
野田市東宝珠花２３７番地 

株式会社●●建設 代表取締役 関宿 一郎 

５ 工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可日の翌日           年  月  日 

６ 工 事 完 了 予 定 年 月 日 ●●年●●月●●日  

７ 

自己の居住の用に供するもの、

自己の業務の用に供するもの、

そ の 他 の も の の 別 

（例）自己居住用 

８ 
法 第 ３ ４ 条 の 該 当 号 

及 び 該 当 す る 理 由 

（例）都市計画法第３４条第１２号 

（市条例第１号分家） 

９ そ の 他 必 要 な 事 項 農地法第５条許可申請中 

備考 

１ 許可申請者又は工事施行者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代

表者の氏名を記載すること。 

２ 「法第３４条の該当号及び該当する理由」の欄は、申請に係る開発行為が市街化調整区域

内において行われる場合に記載すること。 

３ 「その他必要な事項」の欄には、開発行為を行うことについて、農地法その他の法令によ

る許可、認可等を要する場合には、その手続の状況を記載すること。 



別記様式第三（第十六条関係） 

資 金 計 画 書 

１ 収支計画 

（単位 千円） 

科 目 金 額 

収

入 

処 分 収 入 

宅 地 処 分 収 入 

○ ○ ○ 

補 助 負 担 金 

○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

計 

 

支

出 

用 地 費 

工 事 費 

整 地 工 事 費 

道 路 工 事 費 

排 水 施 設 工 事 費 

給 水 施 設 工 事 費 

○ ○ ○ 

附 帯 工 事 費 

事 務 費 

借 入 金 利 息 

○ ○ ○ 

計 

 



２ 年度別資金計画 

（単位 千円） 

年   度   
●●年度 ●●年度 ●●年度 ●●年度 計 

  科   目 

収

入 

事 業 費 

用 地 費 

工 事 費 

附 帯 工 事 費 

事 務 費 

借 入 金 利 息 

○ ○ ○ 

借 入 償 還 金 

○ ○ ○ 

計 

     

支

出 

自 己 資 金 

借 入 金 

○ ○ ○ 

処 分 収 入 

宅 地 処 分 収 入 

○ ○ ○ 

補 助 負 担 金 

○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

計 

     

借 入 金 の 借 入 先      

 

 

 

 

 



別記様式第八(第三十二条関係) 

開発行為に関する工事の廃止の届出書 

●●年●●月●●日  

（宛先）野田市長 

 

届出者 
住 所 野田市鶴奉７番地の１ﾊｲﾂ 101 

氏 名 野田 太郎            

 

都市計画法第３８条の規定により、開発行為に関する工事(許可番号   ●●年 

●●月●●日 野田市指令（野都都）第●●●●●●号)を下記のとおり廃止しまし

たので届け出ます。 

 

記 

１  開発行為に関する工事を廃止した年月日     ●●年●●月●●日 

 

 

 

２  開発行為に関する工事の廃止に係る地域の名称 

 

   野田市鶴奉字庚申塚７番２ 

 

 

３  開発行為に関する工事の廃止に係る地域の面積 

   ３００．００㎡ 

 

 

備考 届出者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記載 

すること。 



別 記 

様式その一 

開発行為に関する工事工程届 

●●年●●月●●日  

（宛先）野田市長 

 

届出者 
住 所 野田市鶴奉７番地の１ﾊｲﾂ 101 

氏 名 野田 太郎            

 

 

 

許可番号及び年月日 野田市指令(野都都)第●●●●●●号   ●●年●●月●●日 

開発行為施行者氏名 野田 太郎 

開発区域に含まれる 

地 域 の 名 称 
野田市鶴奉字庚申塚７番２ 

届

出

す

る

工

事

の

工

程 

工 事 の 区 分 工 程 

 

仮設工事 

造成工事 

建物工事 

給排水工事 

外構工事 

雑工事 

 

●●年●●月●●日 ～   ●●年●●月●●日  

●●年●●月●●日 ～   ●●年●●月●●日 

●●年●●月●●日 ～   ●●年●●月●●日 

●●年●●月●●日 ～   ●●年●●月●●日 

●●年●●月●●日 ～   ●●年●●月●●日 

●●年●●月●●日 ～   ●●年●●月●●日 

 

 

※３７条承認を得た場合は建物工事も含む。 

 

※工程表を別途添付し「別紙のとおり」と省略可。 

摘 要  



別 記 

様式その二 

開発行為に関する工事着手届出書 

●●年●●月●●日  

（宛先）野田市長 

開発行為施行者 
住 所 野田市鶴奉７番地の１ﾊｲﾂ 101 

氏 名 野田 太郎            

工 事 施 行 者 
住 所 野田市東宝珠花２３７番地 

氏 名 株式会社●●建設 

    代表取締役 関宿 一郎      

開発行為に関する工事に着手したので、下記のとおり届け出ます。  

記 

許 可 番 号 及 び 年 月 日 野田市指令(野都都)第●●●●●●号   ●●年●●月●●日 

開発区域に含まれる地域の名称 野田市鶴奉字庚申塚７番２ 

工 事 着 手 年 月 日 
   ●● 年 ●● 月 ●● 日 

       ※許可日の翌日の日付を記入 

工 事 完 了 予 定 年 月 日    ●● 年 ●● 月 ●● 日 

現 場 管 理 者 
氏 名  株式会社●●建設 関宿三郎 

  

工事施行者又 

は工事施行者 

の定めた者 

 

連絡先  株式会社●●建設 

     電話●●－●●●●－●●●● 

 



６
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

 

別 記 

様式その三 

開 発 許 可 済 み の 標 識 
 

 
８０センチメートル以上 

 

 
 

都市計画法第２９条の規定による許可済み 

許 可 番 号 ・ 許 可 年 月 日 
野田市指令(野都都)第●●●●●●号 

●●年●●月●●日 

開 発 行 為 施 行 者 
住 所 

氏 名 

野田市鶴奉７番地の１ﾊｲﾂ 101 

野田 太郎 

工 事 施 行 者 
住 所 

氏 名 

野田市東宝珠花２３７番地 

株式会社●●建設 代表取締役 関宿 一郎 

開発区域に含まれる地域の名称 野田市鶴奉字庚申塚７番２ 

開 発 区 域 の 面 積 ３００．００㎡ 

工 事 期 間 
●●年●●月●●日 ～ 

●●年●●月●●日 

現 場 管 理 者 
氏 名 株式会社●●建設 関宿三郎 

 

工事施行者又

は工事施行者

の定めた者 

 

連絡先 

株式会社●●建設 

 

電話番号（●●）●●●●－●●●● 
 

 


